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丸
山
眞
男
文
庫
の
整
理
・
公
開
―
二
〇
一
〇
年
四
月
以
降
の
進
展
と
展
望
松
沢
弘
陽
・
川
口
雄
一
丸
山
眞
男
文
庫
資
料
の
整
理
・
公
開
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
の
作
業
の
概
要
を
、『
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
附
置
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』創
刊
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
各
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
後
を
う
け
て
、
二
〇
一
一
年
三
月
ま
で
に
行
わ
れ
た
作
業
の
要
点
と
展
望
を
記
し
ま
す
。
Ⅰ
閉
架
資
料
の
追
加
公
開
丸
山
文
庫
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
、
所
蔵
閉
架
資
料
の
追
加
公
開
を
行
い
ま
し
た
。
新
た
に
公
開
し
た
の
は
、
草
稿
類
の
一
部
（
分
類
大
項
目
第
８
部
）
約
三
〇
〇
件
と
、
閉
架
図
書
約
四
〇
〇
〇
冊
で
す
。
こ
の
う
ち
、
丸
山
眞
男
に
よ
る
書
き
込
み
・
折
り
込
み
等
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
図
書
約
二
四
〇
〇
冊
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
閉
架
図
書
の
み
を
検
索
さ
れ
る
際
に
は
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
詳
細
検
索
画
面
（http://opac.library.
）
に
て
、「
配
架
場
所
」
の
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
tw
cu.ac.jp/opac/?m
ode=2
か
ら
「
丸
山
文
庫
（
閉
架
）」
を
選
択
し
た
上
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
草
稿
類
の
検
索
に
は
、
専
用
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（http://w
w
w
.tw
culibrary.jp/m
aru
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
yam
abunko/search.php
な
お
、
丸
山
文
庫
で
は
、
丸
山
家
の
書
斎
や
寝
室
な
ど
の
書
棚
の
配
列
を
再
現
す
る
形
で
図
書
を
配
架
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
は
閉
架
書
庫
に
別
置
し
て
い
る
た
め
、
丸
山
家
に
お
け
る
元
の
配
列
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
『
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
図
書
一
覧
（
収
蔵
順
リ
ス
ト
）』
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
図
書
館
の
閲
覧
カ
ウ
ン
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
Ⅱ
取
材
・
記
事
掲
載
と
利
用
状
況
①
取
材
・
記
事
掲
載
閉
架
資
料
の
一
部
と
閉
架
図
書
の
公
開
に
際
し
て
、
東
京
女
子
大
学
は
、
報
道
各
社
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
読
売
新
聞
、
週
刊
読
書
人
、
日
本
経
済
新
聞
の
記
者
が
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス（
七
月
二
八
日
）、読
売
新
聞（
八
月
三
〇
日
）、
週
刊
読
書
人
（
九
月
三
日
）、
日
本
経
済
新
聞
（
九
月
二
五
日
）
が
、
新
た
に
公
開
さ
れ
た
丸
山
文
庫
の
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。
②
利
用
状
況
今
年
度
、
丸
山
文
庫
へ
は
、
の
べ
八
人
が
閲
覧
に
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
「
シ
リ
ー
ズ
・
安
保
と
そ
の
時
代
―
―
第
一
回
日
米
安
保
を
生
ん
だ
〝
冷
戦
〞」（
八
月
一
日
放
送
）
を
製
作
す
る
た
め
に
、
平
和
問
題
談
話
会
資
料
（
吉
野
源
三
郎
文
書
）
を
中
心
に
丸
山
文
庫
の
所
蔵
資
料
― 3 ―
の
調
査
・
撮
影
を
行
い
、
協
力
の
会
メ
ン
バ
ー
が
資
料
説
明
か
ら
出
演
（
？
）
ま
で
協
力
し
ま
し
た
。
Ⅲ
資
料
の
整
理
①
草
稿
類
未
公
開
の
草
稿
類
資
料
（
分
類
大
項
目
第
９
部
か
ら
第
部
ま
で
）
15
に
つ
い
て
、
一
点
ご
と
に
公
開
の
可
否
を
検
討
し
、
袋
詰
め
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
開
準
備
を
ほ
ぼ
終
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
た
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
す
べ
き
資
料
を
選
び
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
各
資
料
の
タ
イ
ト
ル
を
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
検
索
し
や
す
い
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。
②
図
書
昨
年
度
ま
で
に
、
図
書
の
閲
覧
用
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
が
完
了
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
こ
れ
を
受
け
て
、
各
図
書
へ
の
書
き
込
み
等
の
重
要
度
を
示
す
グ
レ
ー
ド
付
け
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
ペ
ー
ジ
数
を
一
冊
ご
と
に
図
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
追
加
入
力
し
、東
京
女
子
大
学
図
書
館
に
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
へ
の
登
録
を
依
頼
し
ま
し
た
。
③
雑
誌
書
き
込
み
等
を
一
冊
ず
つ
調
査
し
た
の
ち
、
配
架
基
準
を
決
定
し
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
に
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
へ
の
遡
及
入
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
書
き
込
み
等
の
あ
る
ペ
ー
ジ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
作
成
を
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
に
発
注
し
ま
し
た
。
④
楽
譜
丸
山
眞
男
が
楽
譜
に
残
し
た
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
調
査
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度
、
東
京
女
子
大
学
土
合
文
夫
教
授
に
、
全
般
に
わ
た
る
調
査
を
お
願
い
し
、
楽
譜
一
冊
ご
と
に
、
書
き
込
み
の
量
や
内
容
な
ど
を
綿
密
に
調
べ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
⑤
抜
刷
挟
み
こ
ま
れ
て
い
た
書
簡
を
抜
き
取
り
、
献
辞
の
有
無
に
よ
る
仕
分
け
を
し
た
上
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
記
載
し
た
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
⑥
音
声
資
料
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
公
開
で
き
る
か
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
開
に
向
け
て
、カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
か
ら
Ｍ
Ｐ
３
へ
の
媒
体
変
換
を
し
ま
し
た
。
Ⅳ
今
後
の
展
望
①
草
稿
類
未
公
開
部
分
す
べ
て
（
た
だ
し
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
な
ど
に
関
わ
る
資
料
を
除
く
）
の
公
開
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
の
再
検
討
と
追
加
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
作
業
を
継
続
し
ま
す
。
②
雑
誌
二
〇
一
一
年
度
中
に
公
開
で
き
る
予
定
で
す
。
一
九
六
〇
年
以
前
発
行
の
も
の
、
書
き
込
み
等
の
あ
る
も
の
は
閉
架
書
庫
に
配
架
し
、
一
九
六
一
年
以
降
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
で
書
き
込
み
等
の
な
い
も
の
は
開
架
書
庫
に
配
架
し
ま
す
。
③
楽
譜
ひ
き
つ
づ
き
土
合
教
授
に
調
査
し
て
い
た
だ
く
予
定
。
④
抜
刷
整
理
を
終
え
、
リ
ス
ト
を
完
成
さ
せ
る
予
定
。
そ
の
上
で
、
保
存
・
廃
棄
の
選
別
を
行
い
ま
す
。
⑤
音
声
資
料
内
容
の
調
査
を
終
え
、
閲
覧
に
供
す
る
た
め
に
デ
ー
タ
の
加
工
を
し
ま
す
。
⑥
書
簡
草
稿
類
や
抜
刷
な
ど
か
ら
新
た
に
発
見
さ
れ
た
来
簡
の
整
理
を
始
め
ま
す
。
既
に
基
礎
的
な
整
理
を
終
え
た
書
簡
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
公
開
に
備
え
た
検
討
を
始
め
ま
す
。
― 4 ―
